アシナガバエ科の中で、葉、樹幹などに生息するSciapodinae亜科（ホソアシナガバエの仲間）、Neurigoninae亜科（キイロアシナガバエの仲間）、Medeterinae亜科（キマモリアシナガバエの仲間）の仲間は、あなたが観察されたように近くに来た小型の昆虫（双翅類、アブラムシ類、トビムシ類などなど）に、「ニワトリが走って餌を突いて食べる」、あるいは「ツブミが落ち葉などを蹴散らして現れた虫などを素早く咥える」ようにして、脚をまったく使わずに、口器だけで捕えて唇弁を使いながら摂食します。
2枚目の写真は、おそらく葉の上についているアブラムシが分泌した甘露などを舐めている姿勢ではないかと思います。このような時には長い脚が邪魔になるので、奇妙な姿勢になります。
なお、湿地、渓流などの濡れた石面で水生昆虫の幼虫などを摂食するアシナガバエ類は唇弁を使ってそれらの面を探るようにして獲物を取り出しています。
